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【凡例】・総目次は、創刊年次順とした。・総目次は、原本の記載を尊重し、頁順に改めず、目次の記載順や
配置をそのまま生かすよう努めた。
・目次の記事名に附された「惹句」は、煩雑を避けるためこれを省
略した。
・カット・挿絵画家 は、目次に記載がない場合、原則としてその
ままとした。
・頁数の表記は、漢数字に統一した。
・仮名遣い・送り仮名はそのままとし、誤字脱字誤植と判断される
ものは、本文と校合の上、校訂した。
・常用漢字表に含まれる漢字の字体は、誌名など一部の固有名詞を
除き、原則的に常用字体に改めた。
・校訂の際は、 ［
　
］ （角括弧） で示し、 角書きは ［角］ 、 横書きは ［横］
などと略記した。
・注記が必要な場合は、一号ごとにまとめて記載した。
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要旨
　
本研究事業は近代史の中で最も読まれたジャンルでありながら、定義が確定してこなかった中間小説について見直し、 「現象」とし
て捉えることで新たな中間小説像を構築することを目的としている。その目的を達成するため、具体的には以下の三種の解明を目指している。それは①中間小説誌が如何なる雑誌メディアであったかの解明（資料の保存・公開） 、②中間小説誌編集の戦略の解明、③中間小説誌読者の位置づけ、 まとめられる。この解明を行うに、有効かつ重要な作業といえるのが、表紙、目 構成、挿絵、読書欄、編集後記の調査であ こうした実際の雑 を手にとっての調査は、雑誌編集の戦略の抽出、また中間小 各誌の性格の明示につながる。本「史料紹介」は、昭和二〇年代初頭 創刊され、中間小説誌の市場形成を中心的に担った「小説新潮」の、昭和二〇年代前半の目次を翻刻する。
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「小説新潮」昭和二〇年代総目次（上）概略【発行期間】昭和二十二年九月～平成二十六年現在も継続中 本目次（上）では、昭和二〇年代に発行された、第一号から昭和二十六年十二月 の第五巻第十五号までの五十八冊の翻刻を行う） 。　【判型・刊行頻度】月刊・Ａ
5判。また、昭和二十四年四月からは
｢ 別冊小説新潮
｣
が刊行される。同年十月にさらに一号刊行後、刊
行頻度は、昭和二十五年九 から、一月、五月、 の年三回刊行となる。さらに昭和二十九年から 一月、四月、七月、十月の年四回刊行となる。【発行所】発行所は株式会社新潮社。所在地は東京都新宿区矢来町七一。【編集人・発行人】編集兼発行者は佐藤俊夫。【印刷人・印刷所】印刷者は、順に勝畑四郎（創 号～第三巻 四号） 、北原春夫（第三巻第五号～第三巻第十二号） 、小野通久（第三巻第十三号、十四号） 、土岐佐光（第四巻第一号～第九号） 、小坂孟（第四巻第十 ～第五巻第九号） 、村尾一雄（ 五巻第十号～第八巻第三号） 、長久保慶一（ 八巻第四号～ 八 十六号） 。印刷所はまず、文寿堂富岡工場（創刊号～第四巻第九号。第三巻第一 か
らは名称が文寿堂印刷株式会社富岡工場となる） 。所在地は横浜市磯子区堀口八八（第三巻第四号から横浜市金沢区堀口八八と記述） 。次いで、第四巻第十号から大日本印刷株式会社。つまり印刷者でいうと、小坂孟からは大日本印刷株式会社となる。所在地は東京都新宿区市谷加賀町。また、配給元として日本出版配給株式会社の記述が第三巻第八号まである。所在地は東京都千代田区神田淡路町二―九。【概要】 「小説新潮」は、昭和二十二年九月に創刊された
（１）
、
｢ 中間小
説誌
｣
の典型ともいうべき雑誌である。
　
創刊に至る経緯は 『新潮社一〇〇年』 （新潮社
 平成十七年十一月）
収載の河盛好蔵「新潮社七十年」に詳しい。　　
 二十二年において特筆すべきは、 『小説新潮』の創刊であろう。新潮社ではすでに廃刊した『日の出』に代る しい大衆雑誌の刊行を考え、菊池寛らの意見を求めたりしていたが、漸く機が熟して、この年の九月一日に『小説新潮』 （九月号）の刊行に踏み切った。当時は新雑誌の創 が認められなかったので 競馬雑誌の権利を三千円で買い、出版協会に企画届を出し、六十四ページ、二万部 用紙の割当を貰って出発した。編集長は佐藤俊夫である。 『小説新潮』という誌名は社内募集をきめたものである。 （一二一頁）
　
つまり、用紙難の嵐が吹き荒れるなか「小説新潮」は「日の出」
の後継誌として、大衆向けという特色を持った雑 として出発したということである。　
その理念は、 「創刊の言葉」 、第二号に付された「十月の言葉」に
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明示されている。それは「念願」が「小説文学を今日の水準より一層高め、その領土を広く開拓して、通俗に堕せず、高踏に流れず、娯楽としての小説に新生面を開くと共に、近代小説の指名たる人生の教師としての役割をもまた十分に果さんとする点にある」ことであり （ 「創刊の言葉」 ） 、 が指す小説の内実とは、 「私小説を排し」 、「小説をもっと一般的に面白いものとしなければならぬといふ運動」に同調する（ 「十月の言葉」 ）というものである。これは「日の出から引き継ぐべき 大衆向け」という特徴を、大衆の娯楽に貢献しているものとして 小説に求 るも と え 。大衆がみな面白いと感じる小説を主軸とした雑誌、これが「小説新潮」 目指すとろであった。そしてその有効な術 、現実的に「小説新潮」が選んだのは、すで 名を成している純文学作家に大衆向けの小説の執筆を求めるものであった。高井 一 百年を超えて （ 『新潮社一〇〇年』 ）では、 「五〇年代までの『小説新潮』には、声価 定まった作家でないと起用しな 傾向」があり、 純文学で実績 ある作家に書いてもらうという創刊当初 方針が多分に影響 いただろう」とまとめられている。昭和二十四年四月からは、より読切小説集という特徴に特化した「別冊小説新潮」の刊行も始まる。そして、「小説新潮」が成功を収めてゆくにつれ、こ 編集方針が 中間小説」とは何かという問いへのひ つ 答えと化してゆくの あ 。　
こうした編集方針は、 「小説新潮」に先立つこと四か月、昭和
二十二年五月に創刊され 和田芳恵の「日本小説」と近い 和田芳恵は、 『日本近代文学大事典』 （第五巻
 講談社
 昭和五十二年十一月）
で「小説新潮」の項を担当しているが、そこで 昭和二 年五月創刊の『日本小説』が、いわゆる中間小説のジャンルを開発し 『小
説新潮』が、さらに枠をひろげて小説の大衆化に成功した」と述べている。　
本「史料紹介」で扱う昭和二〇年代の「小説新潮」の特色をいく
つか明示していこう。 「小説新潮」の人気を持続できた要因として、雑誌の看板とな 小説が、途切れることなくあらわれたことがあげられる。昭和二十九年十月号創刊百号記念号で創刊以来 人気十六作品を、作品を担当 た挿絵画家の「絵 よる百号回顧」としてあげている。掲載年月など詳細は「総目次」 譲るが、そこで紹介された小説は、 舟橋聖一 「雪夫人絵図」 石坂洋次郎 「石中先生行状記」 、石川達三「風雪」 、火野葦平「新遊侠伝 石塚喜久三「回春室」 、尾崎士郎「ホーデン侍従」 、林芙美子「冬の林檎」 、井上友一郎「日本ロォレライ」 、平林たい子「栄誉夫人」 、藤原審爾「新版好色一代男」 、広津和郎「入江の町」 、林房雄 青春物語 、丹羽文雄「女靴」 、坂口安吾「安吾捕物 内田百閒「阿房列車」 、源氏鶏太 坊っちゃん社員」である。なかでも 石中先生行状記」は、翌年五月に猥褻図書として警視庁に押収され、新潮社が書類送検された。そうした話題性も要因となり 単行本は刊行から一年で十三万七千部を記録した。 「小説新潮」誌上で「石中先生行状記 の連載は続い おり、本作は創刊三年目の雑誌の定着に一役買ったと推察される。　「小説新潮」が求める、小説を書くことができる新人作家を開拓するため、昭和二十九年に設けられた「小説新潮賞」の存在も特すべき事象といえよう。 「小説新潮賞」は、 「新潮社文学賞」 、 「同人雑誌賞」 、 「岸田演劇賞」 ともに四大文学賞として設定された賞である。四大文学賞は すでに昭和十一年に設けられてい 「文芸賞」を発展させたものとされる。 「小説新潮賞」の詳細につい
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ては、先の河盛好蔵「新潮社七十年」に詳しい。　　
 「小説新潮賞」は新人の中間小説を募集するために設けられたもので、石川達三、石坂洋次郎、舟橋聖一、丹羽文雄、尾崎士郎、井上友一郎、広津和郎、獅子文六の諸氏を審査員とし、記念品並びに副賞十万円をおくる文学賞であったが 思わしい結果を見なかったために 第八回から性格を変えて、前年の九月一日から、その年の八月末までに発表された新鋭、中堅の既成作家の中間小説に授賞することに更められた。 （一五一頁）
　
つまり「小説新潮賞」受賞作には、先に見た「小説新潮」の理念
が具現化されているはずであり、既成の純文学作家に大衆向けの小説の執筆を求めることから生じていた新人不足も解消されるはずであった。 だが、 河盛の言葉を借りるならば 「思わしい結果を見なかった」のであり、作品を発表できる知名度を有す既成作家対象の賞となったのである。つまり、 「中間小説とは何か」という問いはここでも棚上げにされたわけであるが、同時に昭和二〇年代はその問に答えようという試み あったこと ひとつの証左となる。　
次に競合「中間小説誌」との差、 「小説新潮」の独自性を象徴す
る人気企画「小説新潮サロン」についてである。 「小説新潮サロン」は、昭和二十八年九月号に開始、当初のコーナー しては、四百字詰原稿用紙七枚分の短篇小説を募集する「コント」 、お国自慢を四百字詰原稿用紙一枚 募集する 「わが町・わが村」 、 「短歌・俳句」そして「読者の声」であった。 「詩」欄の追加など の増減はありつつも、少なくとも本研究事業で調査を行った昭和三〇年代までは人気企画としてあった。とくに「読者 声」コーナーは、同時代の大衆娯楽誌からの影響がうかがえる企画であり 読者同士の
交流の場ともなっていた。また「小説新潮」への苦情も積極的に掲載されており、それに対応する編集者のコメントも残されている。読者がつくる、読者とつくる雑誌をアピールする場として機能していたこと 推察される。また、 「わが町・わが村」は、昭和二十七年一月号から始まっていた口絵写真コーナー「
故ふるさと
郷
の美」 、昭和
二十六年から断続的に掲載されていた、 内田百閒の列車紀行小説 「阿房列車」と連関した企画といえ 都会 出た読者の郷愁を誘うものであると同時に日本再発見を企図するものと えた。　
また、先に述べた「絵による百号回顧」といった企画の存在から
も明らかなように、 「小説新潮」 とって挿 は大きな売りであり、特色であった。昭和二十八年十一月号の「読者の声」欄に、 「文芸雑誌とりわけ本誌の如く小説の満載された有名雑誌なるものにと、挿画に注目を払うべきだ。挿画は文章の内容を一役買って 読者に興味をわかせる」という声が寄せられている。こ から 同時代読者が 絵を重視し、編集側もその意見を重要視していたことがわかる。　「小説新潮」の発行部数は昭和三十三年、一号あたり四十五万部を記録する。 「中間小説誌」の御三家と呼ばれるなど、こうし 昭和三〇年代の雑誌の躍進は、昭和二〇年代に着実に雑誌の特色を定めていった成果といえる。　（
1）
 尾崎秀樹「 『小説新潮』にみる戦後」 （ 「小説新潮」
　
昭和四七
年九月）によると、 「表示はそうなっているが、実際に市場へ出たのは七月末日である」とある。
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第一巻第一号
　
昭和二十二年九月一日発行
　
九月創刊
（２）
号
　
目次
（３）
名家近影……（一）　（口絵）山本有三・里見弴／梅原竜三郎・谷崎潤一郎露伴翁の永眠に対して …山本有三（五）砂手本……里見弴（一八）あしのうら……舟橋聖一（四二）満月……長谷川伸（三〇）続橘屋（連載）… 邦枝完二 五一風雪（連載） …石 達三（九ＷＨＹ？
　
何ぜだらうか……（一六）
天皇陛下の御前に文芸を語る …（五八）　
座談会［角］谷崎潤一郎・吉井勇／新村出・川田順
表紙（構成）……原弘・目次カット……岡村夫二さしゑ［角］初山滋・中村直人・木村荘八／猪熊弦一郎・山本武夫
［総六四頁
　
定価十八円］
（
2）奥付の誌名の前に「新世界改題」とある。
（
3）目次頁には「創刊の言葉」が掲載されている。
第一巻第二号
　
昭和二十二年十月一日発行
十月号
　
目次
（４）
無我の境（グラビヤ）……（一）　
内田百閒・武者小路実篤・久保田万太郎・河上徹太郎
続雪国……川端康成 六）崩浪亭主人……林芙美子（ 一）悪の華……南川潤（四六）こころ妻……井上友一郎（一九）橘や（連載） 邦枝完二（三〇）風雪（連載）… 石川達三（三八）インフレ禅……獅子文六（二八）書評……伊藤整（三七）
　
器用貧乏……渡辺紳一郎（四五）
トピック……春山行夫 二七文壇「話の泉」の会……（五五）　
久米正雄・今日出海・中村武羅夫／舟橋聖一・木村毅
表紙（構成）……原弘・目次カット……向井潤吉さしゑ［角］木村荘八・初山滋・宮田重雄／鈴木誠・山本武夫・桜井悦
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
［総六四頁
　
定価二十円］
（
4）目次頁には「十月の言葉」が掲載されている。
第一巻第三号
　
昭和二十二年十一月一日発行
十一月号
　
目次
（５）
作家風土記（グラビヤ）……（一）　
阿部知二・石坂洋次郎・堀口大学・火野葦平
河内山……尾崎士郎（一五）昼狐……火野葦平（六）男女……北原武夫（三三）青春の門… 京都伸夫（二二橘や（連載） 邦枝完二（四二風雪（連載）… 石川達三（五〇）わび・さび…… 三二
　
原子爆弾ニユース……春山行夫（五七）
これはどうも……（二一）我が半生を語る……（五八）　
到る処青山あり……林芙美子
　
文学の曠野に……太宰治
表紙（構成）……原弘・目次カット 岡鹿之助
さしゑ［角］野口弥太郎・初山滋・向井潤吉／岡田謙三・山本武夫・中川幸永
［総六四頁
　
定価二十円］
（
5）目次頁には「十一月の言葉」が掲載されている。
第一巻第四号
　
昭和二十二年十二月一日発行
十二月号
　
目次
（６）
一九四七年文壇展望（グラビヤ）……（一）鏡の話……武者小路実篤 六）奉府の易者……林房雄（ 三）柚子の花……土師清二（三二）旅の涯……北条誠（二二）橘や（連載）… 邦枝完二（四 ）風雪（連載） 石川達三（五〇）死球の話……三原脩（四一）
　
これはどうも……（一二）
世界トピツク……春山行夫（四九）対談……（五五）　
辰野隆／内田百閒／司会
　
河盛好蔵
表紙（構成）… 原弘・目次カット……吉村忠夫
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さしゑ［角］清水崑・初山滋・岩田専太郎／山本武夫・桜井悦
［総六四頁
　
定価二十円］
（
6）目次頁には「十二月の言葉」が掲載されている。
第二巻第一号
　
昭和二十三年一月一日発行
新年号
　
目次
表紙
　
猪熊弦一郎
　
目次
　
岡鹿之助
口絵（写真版）……太宰治・坂口安吾・石川淳……（一）億劫帳……内田百閒（六）断崖……阿部知二（九）媚薬……川口松太郎（三二）舌の賽コロ 長谷川伸 二四橘や……邦枝完二（四二）（新連載
（７）
） ［横］
　
石中先生行状記……石坂洋次郎（一六）
　
雪夫人絵図……舟橋聖一（五〇）
雪国（俳句）……石塚友二（四九）藤村記念堂落成式雑記……菊池重三郎（四〇）これはどうも……（二五）
「男を語る」座談会……（五七）　
林芙美子・大田洋子／真杉静枝・三岸節子
挿絵
　
向井潤吉・田中以知庵・藤川栄子／佐野繁次郎・宮田重雄・
山本武夫
［総六四頁
　
定価二十三円］
（
7）両作品名の下部二行に亘り記載されている。
第二巻第二号
　
昭和二十三年二月一日発行
二月号
　
目次
表紙
　
猪熊弦一郎
　
目次
　
岡田謙三
文壇親交録（グラビア）……（一）太閤さん……林芙美子（六）善人伝……船山馨（三四）掛蒲団……森山啓（一四）橘や……邦枝完二（四三）石中先生行状記 石坂洋次郎（二六）雪夫人絵図 舟橋聖一 五〇こもり（俳句）……久保田万太郎（四二）これはどうも……（一三）
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昔の医学的論争……（三三）「芸を語る」対談会… （五七）　
谷崎潤一郎／尾上菊五郎／司会
　
三宅周太郎
挿絵
　
中村直人・御正伸・脇田和／佐野繁次郎・宮田重雄・山本武
夫
［総六四頁
　
定価二十三円］
第二巻第三号
　
昭和二十三年三月一日発行
三月号
　
目次
表紙
　
猪熊弦一郎
　
目次
　
荻須高徳
（グラビア）……高見順・北条誠・田村泰次郎・林房雄（一）残照……中山義秀（一二）眉山……太宰治（六）初日……北条秀司（三二）橘や……邦枝完二 二四）石中先生行状記 石坂洋次郎（五一）雪夫人絵図 舟橋聖一 四朝富士……鏑木清方（四二）御無沙汰のおわび……坪田譲治（三三）
妻の夢（詩）……堀口大学（三八）これはどうも……（三六）
　
典型的なアメリカ人・他……（四一）
プロ気質（野球）……三原脩（二〇）［我が作品
（８）
］ ［横］
　
任侠の世界に……火野葦平（五八）
　「肉体の門」前後……田村泰次郎（六一）挿絵
　
向井潤吉・江崎孝坪・寺田竹雄・中川幸永／佐野繁次郎・宮
田重雄・山本武夫
［総六四頁
　
定価二十五円］
（
8）両作品名の下部二行に亘り記載されている。
第二巻第四号
　
昭和二十三年四月一日発行
四月号
　
目次
表紙
　
猪熊弦一郎
　
目次
　
硲伊之助
（グラビア）……広津和郎・尾崎士郎・船山馨・坪田譲治（一）枯木の花……火野葦平（六）海風……真杉静枝（一五）舞台裏……北条誠（三六）雪夫人絵図 舟橋聖一 四
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石中先生行状記……石坂洋次郎（二八）葉舟先生……獅子文六（二六）月妖……岩佐東一郎（五九）軽演劇廿五年……金平軍之助（ 一）勲章……摂津茂和（五三）動物の生態……古賀忠道（五五）これはどうも… （三 ）
　
春の六大学野球予想……小西得郎 （二五）
挿絵
　
内田巌・脇田和・高沢圭一・三田康／佐野繁次郎・宮田重雄・
中川幸永・桂ユキ子／向井潤吉・杉全直
［総六四頁
　
定価二十五円］
第二巻第五号
　
昭和二十三年五月一日発行
五月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎・目次
　
福沢一郎
口絵写真… 川端康成・岩田豊雄・梅崎春生・舟橋聖一（一）小説特集号　
柳暗……井上友一郎（六）
　
面……富田常雄（五〇）
　
縁切寺……村上元三（五七）
　
青春……梅崎春生（二二）
　
帰りこし……石川悌二（ 四）
　
雪夫人絵図 舟橋聖一 一五
　
石中先生行状記 坂洋次郎（ 二）
友に寄す……土岐善麿（四九）挿絵
　
江崎孝坪・宮田重雄・佐野繁次郎・桜井悦／中西利雄・桂ユ
キ子・御正伸
［総六四頁
　
定価三十円］
第二巻第六号
　
昭和二十三年六月一日発行
六月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎・目次
　
田村孝之介
口絵写真… 中山義秀・石塚友二 平林たい子・井上友一郎（一）カルメン……藤沢桓夫（六）灰色の裸体……南川潤（一六）女神……池田みち子（四九）上野介正信……山本周五郎（四〇）女湯……邦枝完二（二四）三四郎時代……今日出海（一三）
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雪夫人絵図……舟橋聖一（五八）石中先生行状記……石坂洋次郎（三二）還れる友（詩）……岩佐東一郎（五六）これはどうも……（一二）挿絵
　
小磯良平・宮田重雄・脇田和・川端実／佐野繁次郎・中西利
雄・木下二介・清水崑
［総六四頁
　
定価三十円］
第二巻第七号
　
昭和二十三年七月一日発行
七月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎・目次
　
小磯良平
口絵写真… 佐藤春夫・大仏次郎・真杉静枝・藤沢桓夫（一）彼の羨望……武者小路実篤（一五）神様乞食……火野葦平（六）駱駝の図……浜本浩（三二）回春室……石塚喜久三（四八）雪夫人絵図……舟橋聖一（四一）石中先生行状記 …石坂洋次郎 二英・米映画の二秀作… 津村秀夫（三〇）
春の雲……斎藤史（六四）挿絵
　
野口弥太郎・向井潤吉・中山巍／宮田重雄・佐野繁次郎・斎
田順
［総六四頁
　
定価三十円］
第二巻第八号
　
昭和二十三年八月一日発行
八月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎・目次……伊藤廉口絵写真… 林芙美子・稲垣足穂・上林暁・椎名麟三（一）化かされた男… 尾崎士郎（六）作家の妻の心得……深田久弥（三八）スカバアンゲルの一夜……橘外男 四六）狂女……椎名麟三（一四）雪夫人絵図……舟橋聖一（二九）石中先生行状記……石坂洋次郎（二〇）酒徒太宰治に手向く… 内田百閒（三六）太宰治に（詩）……菱山修三（三七）これはどうも……（一二）
　
宝籤当選秘決……（一九）
忙中日記……宮田重雄（一三）
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昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
挿絵
　
脇田和・宮田重雄・佐藤敬／佐野繁次郎・中西利雄・内田巌

［総六四頁
　
定価三十円］
第二巻第九号
　
昭和二十三年九月一日発行
九月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎・目次……野間仁根口絵写真… 久米正雄・宇野浩二・南川潤・中里恒子（一）白鬼……新田潤（三二）浮寝……藤原審爾（六）続回春室… 石塚喜久三（四八）結婚……芝木好子（一七）雪夫人絵図……舟橋聖一（四一）石中先生行状記……石坂洋次郎（二二）わが家のならひ……室生犀星（三 ）これはどうも……（四〇）挿絵
　
木村荘八・宮田重雄・向井潤吉／佐野繁次郎・三岸節子・川
端実
［総六四頁
　
定価三十五円］
第二巻第十号
　
昭和二十三年十月一日発行
十月号
　
目次
　
表紙……猪熊弦一郎／目次……川端実口絵写真… 丹羽文雄・徳永直・芝木好子・猪熊弦一郎（一）――撮影
　
林忠彦――
白髪……平林たい子（六）別れ話……耕治人（二四）日本ロォレライ……井上友一郎（一二）その夜の客… 大原富江 四八石中先生行状記… 石坂洋次郎（三四）雪夫人絵図……舟橋聖一（五八）初秋……水原秋桜子（四七）煙草と愛情……矢野目源一（一一）
　
映画……津村秀夫（一〇）
野球随想… 三原脩（五七）
　
これはどうも……（五六）
挿絵
　
岡田謙三・桜井悦・宮田重雄／中西利雄・木下孝則・佐野繁
次郎
［総六四頁
　
定価三十五円］
第二巻第十一号
　
昭和二十三年十一月一日発行
十一月号
　
目次
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表紙……猪熊弦一郎／目次……岡鹿之助口絵写真… 志賀直哉・北原武夫・新田潤・佐野繁次郎（一）―
―
撮影
　
林忠彦―
―
美談……阿部知二（六）カストリを飲まざるの弁… 尾崎一雄（三一）玉手箱……火野葦平（一四）石中先生行状記 石坂洋次郎（三八）雪夫人絵図… 舟橋聖一（二四）仮夫人……石塚喜久三（四九）そば……前田夕暮（一三）御意見無用……（二三）
　
習い性となる……渋沢秀雄（四八）
挿絵
　
内田叢・中山巍・佐野繁次郎／脇田和・三田康・宮田重雄

［総六四頁
　
定価三十五円］
第二巻第十二号
　
昭和二十三年十二月一日発行
十二月号
　
目次
　
表紙……猪熊弦一郎／目次……野口弥太郎口絵写真… 小杉放庵・深田久弥・小田岳夫・会津八一（一）―
―
撮影
　
浜谷浩――
不良少女……田村泰次郎（六）寝台……中里恒子（一七）居酒屋銅像譚… 船山馨（五五）舞踏……南川潤（三四）雪夫人絵図……舟橋聖一（二六）石中先生行状記……石坂洋次郎（四四）初冬……滝井孝作（二五）推理力……渋沢秀雄（五四）
 自鳴鐘……（四三）
挿絵
　
田村孝之介・高沢圭一・宮田重雄／佐藤敬・佐藤忠良・佐野
繁次郎
［総六八頁
　
定価四十円］
第三巻第一号
　
昭和二十四年一月一日発行
一月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎／扉……川端竜子／目次……宮本三郎写真口絵［角］正宗白鳥・岸田国士／長与善郎・三岸節子
　
撮影
……林忠彦旧友… 佐藤春夫（一〇九）道ならぬ恋 深田久弥（二八）松竹梅……火野葦平（一九）
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昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
柘榴をんな……藤原審爾（九四）母……上林暁（六七）欲情街……石塚喜久三（四〇）いつお前は嫁に行く… 十和田操（七六）酔ひ寝の月… 真杉静枝 八五石中先生行状記… 石坂洋次郎（五六）新連載　
贋作吾輩は猫である……内田百閒（九）
当世百人一首……矢野目源一選（三六）富士山（詩）……草野心平（一七）新春（詩）……釈迢空（一〇七）商売気質……（六六）挿絵［横］内田巌・向井潤吉・桜井悦・吉岡憲／木村荘八・木内広・高畠達四郎・大沢昌助／川端実・宮田重雄
［総一二〇頁
　
定価七十円］
第三巻第二号
　
昭和二十四年二月一日発行
二月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎・目次……伊藤廉
写真口絵［角］辰野隆・滝井孝作／小林秀雄・佐藤敬
　
撮影……林
忠彦妻の席……丹羽文雄（九）贋作吾輩は猫である……内田百閒（三四）水仙……林芙美子（二四）桜川善八……北条誠（七三）柘榴をんな 藤原審爾 六〇石中先生行状記 石坂洋次郎（五二）指環……新田潤（四二）昔の恋人……林房雄（八六）第二部／雪夫人絵図……舟橋聖一（九二）奇術師の手……岩佐東一郎 四黒沢明と吉村公三郎（映画）… 井沢淳（五八）ストーブ・リーグ（野球） （五一）
　
御意見無用……（八四）
新耳袋（文壇）……（四一）近詠（歌）……川田順（二三）挿絵［横］内田巌・高沢圭一・桜井悦・山下鉄之輔／木村荘八・桂ユキ子・宮田重雄・佐野繁次郎／猪熊弦一 ・岡村夫二
［総一〇四頁
　
定価六〇円］
第三巻第三号
　
昭和二十四年三月一日発行
26
人文社会科学研究　第 29 号
三月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎・目次……高畠達四郎口絵写真
　
小杉天外・尾崎一雄・桂ユキ子・耕治人
ホーデン侍従……尾崎士郎（二）熱海の踊子……井上友一郎（一六）さめた頬……耕治人（六〇）貧……和田伝（七八）陽蔭の花……小林達夫（二六）侍童……三島由紀夫 五〇石中先生行状記 石坂洋次郎（三八）贋作吾輩は猫である 内田百閒 八七第二部・雪夫人絵図 舟橋聖一（七〇）心の友へ……金子薫園（八六）
　
大寒……富安風生（二五）
運動の頁……（三七）
　
文壇の頁……（四九）
　
映画の頁……（七七）
「文学賞」原稿募集 （一五）
　
御意見無用……（一四）

［総九六頁
　
定価六十円］
第三巻第四号
　
昭和二十四年四月一日発行
四月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎・目次……向井潤吉口絵写真
　
吉川英治・和田伝・木村荘八・川田順
恋の女……北原武夫（六）猿の知恵……南川潤（二二）羅生門……火野葦平（五二）花朝夕……真杉静枝（四二）鵲（かささぎ） …中里恒子（七八）石中先生行状記 石坂洋次郎 六六贋作吾輩は猫である …内田百閒（八九）雪夫人絵図（第二部）… 舟橋聖一（三二）迷路……壺田花子 三七）我が師・我が友……井伏鱒二・獅子文六・尾崎一雄 六三趣味を語る……木村荘八・和田伝・内田巌・中里恒子 四〇文壇の頁……（七七）
　
野球の頁……（三一）
　
映画の頁……（八八）

［総一〇〇頁
　
定価六十円］
第三巻第五号
）（
（
　
昭和二十四年四月十五日発行
別冊小説新潮
　
目次
表紙……川端竜子／目次……岡鹿之助
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昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
写真口絵
　
女性美四態
　
撮影者［横］ （東京）……杉山吉良・ （関西）
……増田実／（九州）……小石清・ （北陸）……浜谷浩あによめの秘事……舟橋聖一（九）下町（ダウン・タウン）……林芙美子（一七）水族館……尾崎士郎（一〇四）雑魚寝……井上友一郎（一七七）肉体の歯車… 田村泰次 三七古雪……船山馨（九五）ブラトニック……宮内寒弥（四六）機知と愛憎 十和田操（一六三）浮気虫……藤原審爾（一一〇）胡桃（くるみ）……豊田三郎（一四三）脂肪の悲歌… 石塚喜久三 五七）どくだみ……耕治人（一五三）ムッシュウ
　
フフフ……火野葦平（七五）
空間の犯罪……武田泰淳（一三三）角力茶屋……北条誠（六六）恩……和田伝（八五）爛酔の夜……深田久弥（一二四）田園……阿部知二（二六）石中先生行状記 石坂洋次郎（一八六）老いらくの恋 …丹羽文雄（一九二）我が師・我が友……伊藤整・真杉静枝・河盛好蔵（一七四）
趣味を語る［角］
　
北原武夫・三島由紀夫・小林達夫・猪熊弦一郎
／佐野繁次郎・宮田重雄・石塚友二・大原富枝（挿絵） ［横］猪熊弦一郎・木村荘八・岡田謙三・佐藤泰治／内田巌・宮田重雄・鈴木信太郎・桂ユキ子／高岡徳太郎・川端実・高沢圭一・田村泰二／生沢朗・中山巍 伊勢正義・小池巌／三芳悌吉・大沢昌助・向井潤吉・幸寿
［総二〇〇頁
　
定価百円］
（
（）巻号は奥付に表記されていない。
第三巻第六号
　
昭和二十四年五月一日発行
五月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎
　
目次……佐藤敬
写真口絵［角］永井荷風
　
壺井栄／芹沢光治良
　
藤原審爾
　
撮影
　
林忠彦／若松不二夫南京の女……林房雄（一八）道中記……上林暁（七八）石中先生行状記 石坂洋次郎（二八）雪夫人絵図… 舟橋聖一 九贋作吾輩は猫である …内田百閒（六八）うめもどき……小田岳夫（五八）園子のマリ……太田静子（四〇）水曜日の約束……新田潤（八八）
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新連載　
善夜悪友……井上友一郎（九）
春の六大学リーグ（野球）……（七七）
　
私の日記……尾崎士郎
（一〇四）スターと原作小説 （映画） …… （六 ）
　
私の釣り……坪田譲治 （八七）
御意見無用……（三九）
　
碁について……梅崎春生（一七）
挿画［横］宮田重雄・中山巍・吉岡憲・荒明実／高岡徳太郎・伊勢正義・藤川英子・佐野繁次郎／内田巌
［総一〇四頁
　
定価六十円］
第三巻第七号
　
昭和二十四年六月一日発行
六月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎
　
目次……野間仁根
写真口絵［角］
　
伊藤整
　
宮田重雄／檀一雄
　
伊藤永之介
　
撮影
……林忠彦おとしばなし［角］李白 …石川淳（九）不良少女… 田村泰次郎（三八）磯の玉藻……檀一雄（七〇）善夜悪夜……井上友一郎（一六）贋作吾輩は猫である 内田百閒（九二）
遁妻譚……船山馨（八二）雪夫人絵図……舟橋聖一（六〇）片目のドンコ
　
筑紫艶笑滑稽通信［角］……火野葦平（二六）
閑古鳥……伊藤永之介（四九）私の一日……石坂洋次郎・中山義秀・壺井栄／田村泰次郎・火野葦平・藤原審爾／林房雄・伊藤永之介・新田潤秀作外国もの（映画） （八一）
　
御意見無用……（三七）
三原事件（野球）……（四八）
　
将棋・囲碁……（五九）
雪嶺……吉野秀雄（六五）挿絵［横］宮田重雄・初山滋・森田元子・高沢圭 ／内田巌 伊勢正義・佐野繁次郎・坂口茂 ／鈴木信太郎
［総一〇四頁
　
定価六〇円］
第三巻第八号
　
昭和二十四年七月一日発行
七月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎／目次……小磯良平写真口絵
　
火野葦平
　
三島由紀夫／宇野千代
　
高村光太郎
隠れた入江……中山義秀（二六）
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うつむいた女……壺井栄（八一）善夜悪夜……井上友一郎（五〇）贋作吾輩は猫である 内田百閒（七二）肉体の履歴……池田みち子（六〇）オール・ナイト……宮内寒弥（三八）雪夫人絵図……舟橋聖一（九八）湖上の薔薇……藤原審爾（九）五月の感激……金子薫園（四七）忘れ得ぬこと……林芙美 ・耕治人／井上友 郎上半期の低調 （映画） …… （七一）
　
オリンピツクへの復帰…… （四九）
将棋・囲碁……（ 九）
　
横浜半日……宮内寒弥（九六）
挿絵［横］小磯良平・高沢圭一・石川滋彦・伊勢正義 藤川栄子・赤松俊子・内田巌・佐野繁次郎
［総一〇四頁
　
定価六十円］
第三巻第九号
　
昭和二十四年八月一日発行
八月号
　
目次
写真口絵
　
林房雄
　
宮内寒弥／網野菊
　
小磯良平
贐（はなむけ）……北原武夫（九）湖上の薔薇……藤原審爾（三二）雪夫人絵図……舟橋聖一（九七）善夜悪夜……井上友一郎（七六）或る夫人の像……小田岳夫（二〇）ポンチ絵の英雄 芹沢光治良 八贋作吾輩は猫である 内 百閒 四九ホーデン侍従
―
真夏の夜の夢
―
……尾崎士郎（三八）
海の嗚咽……平井弥太郎（五四）六大学リーグ戦 （五七）
　
忘れ得ぬ事……（一〇四）
セミ・ドキュメンタリー……（八五）
　
私の趣味……（七五）
将棋・囲碁……（九六）挿絵［横］佐藤敬・青山襄・伊勢正義・今村寅士／内田巌・佐野繁次郎・高沢圭一 佐々木一良
［総一〇四頁
　
定価六〇円］
第三巻第十号
　
昭和二十四年九月一日発行
九月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎
　
目次……宮田重雄
写真口絵
　
真船豊・森三千代／橋本英吉・内田巌
　
撮影・林忠彦
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特集
　
風流滑稽譚
　
かれ毎日欲情す……獅子文六（九）
　
馬と鴉……火野葦平（七五）
　
焔の構造……十和田操（四〇）
　
秋の日の望楼で …小田岳夫（六六）
　
賭博物語……林房雄（一八）
雪夫人絵図……舟橋聖一（三二）贋作吾輩は猫である……内田百閒（九八）善夜悪夜……井上友一郎（八八）湖上の薔薇……藤原審爾（五二）菊五郎の死……（三一）
　
バルザシアナ……矢野目源一（三九）
ロスアンゼルスへの期待 …（六五）
　
囲碁……（八七）
挿絵［横］向井潤吉・生沢朗・伊勢正義・阪口茂雄・吉岡憲／内田巌・佐野繁次郎・宮田重雄・高沢圭一
［総一〇八頁
　
定価六〇円］
第三巻第十一号
　
昭和二十四年十月一日発行
十月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎
　
目次……岡田謙三
写真口絵
　
久保田万太郎・東郷青児／草野心平・邦枝完二
　
撮影・
林忠彦矛盾……長与善郎（九二）新興階級……深田久弥（九）善夜悪夜… 井上友一 三四最初の抗議……小谷剛（六八）湖上の薔薇……藤原審爾（八〇）蛇と狂人……田中英光（四六）雪夫人絵図……舟橋聖一（六〇）尾上菊五郎……邦枝完二（一八）惜しかつた話……小田岳夫／草野心平・十和田操（四五）座右の書……池田みち子（九〇）映画の頁……（七九）
　
囲碁の頁……（九一）
スポーツの頁……（六七）
　
将棋の頁……（九一）
挿絵［横］脇田和・川端実・佐藤敬・伊勢正義／岩田専太郎・中山巍・高沢圭一・佐野繁次郎
［総一〇八頁
　
定価六十円］
第三巻第十二号
）（1
（
　
昭和二十四年十月十五日発行
別冊小説新潮
　
目次
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表紙……杉山寧／目次……高岡徳太郎写真口絵… 新女性美
　
撮影
　
林忠彦
もとの蛙……丹羽文雄（九）女色……中山義秀（二七）白い靴……林房雄（四七）慰霊祭……尾崎士郎（六〇）色事師……井上友一郎（六九）さいはての恋 八木義徳 一 五虚構の夜……新田潤（一三三）女ごころ……北原武夫（九二）羊……和田伝（一七六）貞女……田村泰次郎（一二五）王六郎… 火野葦平 八五蝶々……中里恒子（七六）退屈な旅……三島由紀夫（一一六）夜を匂ふ… 藤原審爾（八五）蔵王……榛葉英治（一五二）俳優と女の町… 真杉静枝（一〇二贋作吾輩は猫である 内田百閒 一六二大観堂の話……尾崎一雄（三六）閨門……阿部知二（一九六）夜通しの雨……舟橋聖一（ 八）
座右の書……中里恒子（一八四）
　
……森三千代（一四四）
逼塞……川田順（六七）
　
偶成……谷馨（一五）
とつて置き 話 北条誠（五九）
　
……大原富枝（一二四）
（挿絵） ［横］東郷青児・宮田重雄・内田巌・高沢圭一・脇田和／木下孝則・石川滋彦・藤川栄子・佐藤泰治・向井潤吉／鈴木信太郎・川端実・清水三重三・桂ユキ子・今村寅士／高岡徳太郎・中山巍・青山襄・荒明実・猪熊弦一郎
［総二〇四頁
　
定価百円］
（
10）巻号は奥付に表記されていない。
第三巻第十三号
　
昭和二十四年十一月一日発行
十一月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎
　
目次……脇田和
写真口絵
　
三好達治（撮影
　
浜谷浩） ・野間宏／田中英光・岡田謙
三（撮影
　
林忠彦）
キティ颱風……里見弴（九）魔の夜……上林暁（二一）赤い絨毯……耕治人（四〇）雪夫人絵図… 舟橋聖一 三二善夜悪夜……井上友一郎 五〇）湖上の薔薇……藤原審爾（九四）
32
人文社会科学研究　第 29 号
沙漠の花……平林たい子（七四）長篇
　
暢気眼鏡……尾崎一雄（八二）
贋作吾輩は猫である……内田百閒（六二）梨（詩）……江口榛一（八〇）取つて置きの話……榛葉英治（七三）向井潤吉（三八）網野菊（三一）映画の頁…… 三九）
　
囲碁の頁（九三）
スポーツの頁……（八一）
　
将棋の頁……（九三）
挿絵［横］小磯良平・佐野繁次郎・小池巌・伊勢正義・川端実／内田巌・高沢圭一・向井潤吉・藤川栄子
［総一〇八頁
　
定価六十円］
第三巻第十四号
　
昭和二十四年十二月一日発行
十二月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎
　
目次……内田巌
写真口絵
　
宮本百合子・池田みち子／今日出海・脇田和
　
撮影・林
忠彦をんなごころ……井伏鱒二（九）
たんぽぽ……佐多稲子（二八）長篇
　
暢気眼鏡……尾崎一雄（三八）
懇親会のはて… 今日出海（八四）善夜悪夜……井上友一郎（九五）湖上の薔薇……藤原審爾（七二）雪夫人絵図……舟橋聖一（ 八）小説坂口安吾……檀一雄（五六）映画化された石中先生行状記（グラビヤ）…… 二座右の書……和田伝・伊藤永之介・佐竹竜夫惜しくない話……徳永直（一〇六）映画の頁……（三七）
　
囲碁の頁……（九四）
スポーツの頁……（二七）
　
将棋の頁……（九四）
挿画［横］藤川栄子・高沢圭一・伊勢正義 内田巌／宮田重雄・佐野繁次郎・森田元子・中山巍
［総一〇六頁
　
定価六十円］
第四巻第一号
　
昭和二十五年一月一日発行
新年特大号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・高畠達四郎
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写真口絵［角］青春の顔――現代写真家代表作集（
1）――木村伊
兵衛秩父宮殿下に上
たてまつ
るの書……内田百閒（九）
（新連載） ［横］　
続石中先生行状記……石坂洋次郎（二七）
　
新版好色一代男……藤原審爾（一二四）
　
冬の林檎……林芙美子（一五）
情婦の章……佐竹竜夫（一三四）白狐……伊藤永之介（八四）享楽神仙……八木義徳（六六）無頼退場… 船山馨（九五）野球と蝙蝠……火野葦平（五四）泥沼……池田みち子（一一二）雪夫人絵図……舟橋聖一（七六）歌はない詩人 …小田岳夫 四四）おらんだ蓮華… 中里恒子（ 四六）息子の酒……林房雄（一五五）新年（短歌）… 斎藤茂吉 二一麦の芽（俳句）……水原秋桜子 〇宇宙の嶺（詩）……高橋新吉（一四三）
石中先生となる（画と文）……宮田重雄（一〇八）今年のプラン……石坂洋次郎・阿部知二・尾崎士郎・丹羽文雄／平林たい子・尾崎一雄・井上友一郎・獅子文六（一三二）映画の頁……（五三）
　
将棋の頁……（八三）
スポーツの頁……（一四五）新潮社「文学賞」第一次発表……（一二三）
［総一六八頁
　
定価八十円］
第四巻第二号
　
昭和二十五年二月一日発行
二月特大号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・岡鹿之助写真口絵［角］早春の光――現代写真家代表作集（
2）――福田勝
治竜舌蘭……田村泰次郎（ 七）続石中先生行状記……石坂洋次郎（九）英雄交響楽… 深 久弥（五六）冬の林檎……林芙美子（三七）椅子のきしみ……武田泰淳（四六）雪婦人絵図……舟橋聖一（一一八）
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浮名ざんげ……北条誠（六六）遊覧部隊……十和田操（一二八）黒い花／ （一〇〇枚） 未決囚鷹野マリ子の上申書……梅崎春生 （八六）新版好色一代男……藤原審爾（七八）鎌倉夫人……今日出海（一 三）那須の狐……獅子文六（二四）牛肉……耕治人（一二六）隠子（短歌） …結城哀草果（五五）獣屋（俳句）… 飯田蛇笏 八五）映画の頁……（三六）
　
囲碁の頁……（七七）
挿画［横］高畠達四郎・宮田重雄・川端実・桜井悦・脇田和／東郷青児・佐野繁次郎・向井潤吉・三岸節子・木村荘八／佐藤泰治
［総一三六頁
　
定価七十円］
第四巻第三号
　
昭和二十五年三月一日発行
三月号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・三岸節子
写真口絵［角］くろかみ――現代写真家代表作集（
3）――浜谷浩
彼女……広津和郎（九）星屑（スタア・ダスト）……井上友一郎（一八）冬の林檎……林芙美子（三二）タラヒ……新田潤（五四）新版好色一代男 藤原審爾 八四猫とミルクと老夫婦 大原富枝 六六夜の庭……榛葉英治（一一二）神戸さん 琴……小田岳夫 四三）豆腐と大蒜と二人の見習士官… 谷本敏雄（九二）続石中先生行状記 石坂洋次郎 二）掘立小屋の百閒先生……中村武志（八〇）馬鹿三題……辰野隆（二九）無警察時代（詩） …北川冬彦（六一）霜どけ（短歌）……佐藤佐太郎 五三映画の頁…… 四二
　
囲碁の頁……（七九）
スポーツの頁…… 六五
　
将棋の頁……（一二一）
挿画［横］内田巌・宮田重雄・高岡徳太郎・脇田和・横山隆一／木村荘八・向井潤吉・荒明実・吉岡憲・猪熊弦一郎／岡田謙 ・今村
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寅士
［総一三六頁
　
定価七十円］
第四巻第四号
　
昭和二十五年四月一日発行
四月特大号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・中村直人写真口絵［横］東京の踊り子――現代写真家代表作集（
4）――真
継不二夫東京どろんこオペラ／（一二〇枚）新東宝映画化作品……丹羽文雄（一五三）青い森……阿部知二（一三八）われ覚えあり……尾崎士郎（五六）冬の林檎……林芙美子（八〇）艶歌師往来……船山馨（六八）貸……和田伝（一二六）続石中先生行状記 石坂洋次郎 四修介の年末 …阿川弘之（九〇）猩々と女……真杉静枝（一〇四）新版好色一代男……藤原審爾（一三六渋民の春……十和田操（一一四）桃の実の熟する頃… 林房雄（二〇）
巣立……里見弴（九）華甲の宴… 内田百閒 三三）ひまはりの先生 峯雪栄 一五〇）富士山大いに笑ふ（詩） …草野心平（六四）遅日（俳句）……中村汀女（一〇一）二月某日（短歌）……土岐善麿（三一）映画の頁……（一〇三
　
囲碁の頁……（八九）
野球の頁……（一二五）
　
将棋の頁……（一四九）
新潮社「文学賞」について……河盛好蔵（三九
［総一八四頁
　
定価八十円］
第四巻第五号
　
昭和二十五年五月一日発行
五月号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・石川滋彦写真口絵［角］潮風――現代写真家代表作集（
5）――尾崎三吉
ひそかなる跫音……尾崎一雄（九）犬部落……火野葦平（三四）
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春の雪……伊藤永之介（九〇）続石中先生行状記……石坂洋次郎（五八）天女の舞……中里恒子（四八）三人の女……小谷剛（一二八）ソクラテス 妻 芹沢光冶良（一一四）かけもち女房… 日比野士朗（一三七）冬の林檎……林芙美子（一五〇）身なし貝……八木義徳（七四）顔を赧らめた女 北原武夫 〇二バタアン・晩春初夏 尾崎士郎 一六二）犬の話……高田保（三一）酔翁亭酒語……林房雄（一二五）赤壁の下に遊ぶ …内田巌（八六）酒友酒癖……今日出海（一四五）女（詩）……塩川秀次郎（九八）地には菫（俳句）… 石塚友二（八三）愚に老ゆ 短歌） …吉植庄亮 五七映画の頁……（四七）
　
囲碁の頁……（七三）
野球の頁……（一六一）
　
将棋の頁……（一〇一）
競輪の頁……（一一三）
［総一八四頁
　
定価八十円］
第四巻第六号
　
昭和二十五年六月一日発行
六月号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・福田豊四郎写真口絵［角］夜の街――現代写真家代表作集（
6）――林忠彦
隅田川……舟橋聖一（一七五）妻といふ女… 平林たい子 九）おとしばなし［角］和唐内……石川淳（三八）続石中先生行状記 …石坂洋次郎（二〇）雨情……真杉静枝（四六）真少女……上林暁（八二）歌手……新田潤（五八）冬の林檎……林芙美子（七四）七人の紳士 井上靖 一二四）東京ストリップ……檀一雄（一六〇）松波氏の再婚……大原富枝（ 一四）からくり……今日出海（一三八）新版好色一代男……藤原審爾（一四八）新潮社「文学賞」選後評 …（九二）
37
昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
　
石川達三・河盛好蔵・坪田譲治・舟橋聖一・川端康成
新潮社文学賞発表　
士官……馬場当（九五）
眼のちり……斎藤茂吉（一七）庭の眺め……中川一政（七一）パリ＝デーロー街の思ひ出……渡辺紳一郎（一五七）舟橋先生 反面 江口榛一 一 ）南房晩春（詩）……百田宗治（一四）療養所（俳句）……石田波郷（三五）野球の頁…… 五七
　
映画の頁……（一四七）
将棋の頁……（四五）
　
囲碁の頁……（八一）

［総一八四頁
　
定価八十円］
第四巻第七号
　
昭和二十五年七月一日発行
七月号
　
目次
表紙……猪熊弦一郎
　
目次……木村荘八
写真口絵［角］夏の青春――現代写真家代表作集（
7）――松島進
特集戦後風俗小説　
夜の部隊長……田村泰次郎（一七六）
　
情婦殺し……武田泰淳（二三）
　
三人の女子学生……榛葉英治（五六）
　
看護婦殺人事件 木々高太郎（一四七）
　
芽生えの季節……池田みち子（九四）
　
残燭……井上友一郎（一二四）
結婚の幸福……林房雄（四四）続石中先生行状記 石坂洋次郎（七二）東大病患者……深田久弥（九）路傍……川崎長太郎（八六）新版好色一代男… 藤原審爾（一三六）ユーモレスク …宮内寒弥 一一四）冬の林檎……林芙美子（一六四）材木座だより… 鏑木清方（一九）釣の七月……佐藤垢石（一 一）下曽我放談……尾崎一雄（一六二）虹（短歌）……坪野哲久（ 二三）軒若葉（俳句）……村山古郷（五三）高村光太郎（詩 岩佐東一郎（一七二）映画の頁…… （七一）
　
将棋の頁…… （四三）
　
囲碁の頁…… （一七五）

［総一八四頁
　
定価八十円］
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第四巻第八号
　
昭和二十五年八月一日発行
八月号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・佐伯米子写真口絵［角］女体叙情――現代写真家代表作集（
8）――杉山吉
良夫と恋人……井上友一郎（一六五）夜の魚……阿部知二（九）灯台の下で……田宮虎彦（二〇）喜劇役者……小田岳夫（一一八冬の林檎……林芙美子（八〇）若い妊婦……耕治人（四二）結婚の幸福……林房雄（三〇）贋札……椎名麟三（一五〇）新版好色一代男… 藤原審爾 一 四藪……和田伝（九二）続石中先生行状記 …石坂洋次郎（一三〇）老将と中学生……広津和郎（一四四）マニラの秋の夜……尾崎士郎（五四）婦人議員……平林たい子（一八）
映画「さゝめゆき」……津村秀夫（一〇二）山中梅雨（短歌）……土屋文明（一一五）スポーツの頁……（九一）
　
将棋の頁……（一二九）
映画の頁……（一四三）
　
囲碁の頁……（五三）
新潮社「文学賞」第二回募集……（一六四）挿画［横］宮田重雄・山下鉄之輔・三芳悌吉・脇田和／木村荘八・三岸節子・木谷俊・藤川栄子／向井潤吉・高沢圭一・内田巌・桜井悦／高畠達四郎
［総一八四頁
　
定価八十円］
第四巻第九号
　
昭和二十五年九月一日発行
九月号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・ 岡徳太写真口絵［角］日本建築の美――現代写真家代表作集（
（）――渡
辺義雄実説艸平記／森田草平氏を描ける力作（一一〇枚）……内田百閒（一〇四）
39
昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
結婚の幸福……林房雄（一六三）荒映え……外村繁（五八）フオックス・トロット……船山馨（八四）続石中先生行状記……石坂洋次郎 七〇）離婚……小林達夫（一四六）こんな男… 里見弴（九）冬の林檎……林芙美子（一八）金看板……火野葦平（四六）新版好色一代男 藤原審爾 三六）椿小路……阿川弘之（三二）栄誉夫人……平林たい子（一七三早稲田五人男… 浅見淵（ 五八）亀・蛇・土竜……水原秋桜子（二九）花の命……三岸節子（八一）私の夫を語る……石坂うら子／尾崎松枝・新田芳子（一三 ）今年竹（俳句）… 加藤楸邨（一四三スポーツの頁……（一七二）
　
将棋の頁……（四五）
映画の頁……（一四五）
　
囲碁の頁……（一〇三）
新潮社第二回「文学賞」募集……（一六二）挿画［横］木村荘八・吉岡憲・脇田和・藤川栄子／内田巌・宮田重雄・佐伯米子・佐々木一良／野間仁根・山下鉄之輔・中山巍・山内豊喜
［総一八四頁
　
定価八十円］
第四巻第十号
　
昭和二十五年九月十五日発行
別冊小説新潮
　
目次
　
表紙・杉山寧／目次・田村孝之介創作二六人集　
黒のあぢさゐ……舟橋聖一（九）
　
過去……丹羽文雄（二〇）
　
罪悪……石坂洋次郎（二六）
　
秋の風鈴… 田村泰次郎 八四
　
女中の子… 大岡昇平（五四）
　
老女抄……小谷剛（九二）
　
双眼鏡……芹沢光治良（二〇六）
　
夢の巣ごもり 真杉静枝（四四）
　
官僚の笑ひ… 今日出海（二一六）
　
婦（をんな）……和田伝（一五六）
　
ある記憶……尾崎一雄（一二八）
　
　
堅塁攻略……深田久弥（一八六）
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おとしばなし［角］列子……石川淳（一〇二）
　
悪妻物語……林房雄（一四六）
　
蛇苺……中里恒子（一九六）
　
微妙な匂ひ……小田岳夫（一 〇）
　
地下水……川崎長太郎（六四）
　
是れ又好日……尾崎士郎（三五）
　
遊戯……芝木好子（一一九）
　
モンテ・カルロ… 火野葦平（一七
　
草のなか… 榛葉英治（一六六）
　
葵の上……大原富枝（七五）
　
犬を飼つてゐる夫妻……藤原審爾（二二六）
　
片袖の雨……井上友一郎（一三八
　
銀座裏夜話……北原武 （二三四）
　
魅惑……阿部知二（二四五）
忘れ得ぬ土地
　
前田夕暮・加藤楸邨・吉野秀雄／亀井勝一郎・草野
心平・菱山修三／川田順・鏑木清方
　
写真口絵
　
アトリエ巡り……撮影
　
林忠彦

［総二五二頁
　
定価百円］
第四巻第十一号
　
昭和二十五年十月一日発行
十月号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・小磯良平
墨田物狂ひ……舟橋聖一（一九〇）犬と私……伊藤整（四〇）夜の訪問者……新田潤（六〇）続石中先生行状記……石坂洋次郎（七六）ク
ヰ
ーンとジャック……今日出海（一一七）
尼僧殺し……檀一雄（一四二）結婚の幸福……林房雄（四六）おせいさん……八木義徳（二八）摩阿陀会……内田百閒（一七七）冬の林檎……林芙美子（一〇六）白い橋……耕治人（一五四）かたつむり……池田みち子（一二八）押入れの鏡花先生… 十和田操（九二）新版好色一代男… 藤原審爾 六舞踏会殺人事件／明治開化・安吾捕物（その一）……坂口安吾（九）マノン感想……林芙美子（一八八）箱根山の対局……火野葦平（七二）妄説辰巳巷談……木村荘八（五五）映画界五人女……井沢淳（一三八）宇宙（詩）……高橋新吉（一七四）吾が旅……三雲祥之助・百田宗治
　
夫を語る……井上敏子（一六三）
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水泳の頁…… （一一七）
　
映画の頁…… （九一）
　
将棋の頁…… （四五）
写真口絵［角］国立公園――現代写真家代表作集（
10）―
岡田紅陽

［総二一六頁
　
定価八十五円］
第四巻第十二号
　
昭和二十五年十一月一日発行
十一月号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・野間仁根口絵写真［角］たそがるゝ街――現代写真家代表作集（
11）――

土門拳碧い眼……里見弴（九）薄曇りの秋の日……佐多稲子（八二）密室大犯罪（安吾捕物［角］ ……坂口安吾（一四〇）ニューフェイス行状記 北原武夫 七六）波紋……井上靖（二四）結婚の幸福……林房雄 四四）三太郎……伊藤永之介 一二八）続石中先生行状記 石坂洋次郎（一五九）退屈な陣地… 谷本敏雄（六六）つるくさ……保高みさ子（九六）新版好色一代男… 藤原審爾（一一女性診察……小田岳夫（五四）冬の林檎……林芙美子（一八八）
入江の町……広津和郎（一九八）芸林酒友録……徳川夢声（一三九）秋の山を憶ふ……黒田初子（一七二）長崎小品……鈴木信太郎（九二）働き蜂（詩）… 井上康文（一二七）催促虫（句）……石塚友二（二一）美術の頁・将棋の頁・野球の頁
　
我が旅……中村汀女（一三九）
改正全国主要列車時刻表……（二一二）挿絵［横］
　
木村荘八・佐藤敬・猪熊弦一郎・脇田和／宮田重雄・
高野三三男・吉岡堅二・藤川栄子／福田豊四郎・山下鉄之輔・木下二介・阪口重雄／小磯良平・向井潤吉
［総二一六頁
　
定価八十円］
第四巻第十三号
　
昭和二十五年十二月一日発行
十二月号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次・吉岡堅二口絵写真［角］同じ道をゆく――現代写真家代表作集（
12）――
田村茂
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中篇小説傑作集　
嵐の夜の秘密（
100枚）……井上友一郎（一八七）
　
春の気配（
85枚）……尾崎一雄（九）
　
フレップと海豹（
70枚）……八木義徳（四四）
　
人生案内（
60枚）……真杉静枝（八〇）
　
石に放つ（
50枚）……里見弴（一〇六）
魔教の怪（安吾捕物［角］ ）……坂口安吾（一六八）布哇の友……今日出海（一三二冬の林檎……林芙美子（三一）居室房室……小谷剛 七〇）続石中先生行状記 石坂洋次郎 七八南京更紗……中里恒子（一二〇）伊勢蝦と鯛……和田伝（九六）とほぼえ……内田百閒（一六二）一九五〇年重大トピック …横山隆一（一四二）続芸林酒友録……徳川夢声（六四）苦境時代……尾崎士郎・坪田譲治（一六〇）
　
輪廻（詩）……竹内
てるよ（一四〇）囲碁の頁……（六九）
　
将棋の頁……（四三）
　
野球の頁……
（一八六）
　
映画の頁……（一三一）
改正全国主要列車時刻表… （二一二）
挿絵［横］
　
佐藤敬・脇田和・木下二介・藤川栄子／・宮田重雄・
猪熊弦一郎・今村寅二・生沢朗／川端実・阪口重雄・森田元子・野間仁根／内田厳
［総二一六頁
　
定価八十円］
第五巻第一号
　
昭和二十六年一月一日発行
新年特大号
　
目次
口絵［横］花園のなかの女体（原色版）……（詩）草野心平／女流各界ベストフォアー
　
洋舞（グラビヤ）……木村伊兵衛／推薦……
光吉夏弥新連載［横］　
薔薇と荊の細道……石川達三（一一）
　
情婦の手帖……舟橋聖一（二六一）
名妓……中山義秀（三四）特別阿房列車……内田百閒（二三八）変幻……伊藤整（一六六）ああ無情（安吾捕物［角］ ……坂口安吾（一四二）伝説の女… 加賀淳子 四 ）泥鰌……火野葦平（七六）生と死の素描… 藤原審爾（一八六マンション風月……丹羽文雄（六二）老嬢……池田みち子（一七六）
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昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
歌舞伎町界隈……田村泰次郎（二五三）修介の結婚……阿川弘之（一一二）二十年……船山馨（九六）妻は悲しい……平林たい子（二五）続ホーデン侍従 …尾崎士郎（二一二）二十の扉に客となるの記 …久米正雄 八九老僧会議……佐藤垢石（一六一）文学お国自慢……坪田譲治（二一〇）巴里の道化師… 佐藤敬（二〇）暁（短歌）……斎藤茂吉（二〇三）大霜（俳句）……水原秋桜子（三一）新年御題朝空（短歌）……金子薫園（二一九）一九五一 のホープ文壇……河盛好蔵
　
陸上……織田幹雄
音楽……山根銀二
　
野球……和木清三郎（一二七）
映画……津村秀夫
　
水上……松沢一鶴
文壇時事漫画 横 隆 （二二五）忘れ得ぬ正月……深田久弥・含宙軒夢声・佐藤敬／北原武夫・草野心平・新田潤（三二）
演劇の頁……（一四一）
　
スキーの頁……（一七五）
　
映画の頁……
（六一）表紙……猪熊弦一郎
　
目次……小穴隆一

［総二六六頁
　
定価九十円］
第五巻第二号
　
昭和二十六年一月十五日発行
別冊小説新潮
　
目次
　
表紙・杉山寧／目次・杉本健吉創作二十六人集　
花紋……丹羽文雄（二四七）
　
危機……石坂洋次郎（二三六）
　
初夜の告白 井上友一郎（三〇
　
あひる座… 火野葦平（一一八）
　
青春自画像……上林暁（二二二）
　
過去……椎名麟三（一六二）
　
からかねの樋……壺井栄（三九）
　
下根の酒… 小田岳夫（六 ）
　
花ぬすびと……真船豊（一 九）
　
聖なるひとびと …八木義徳 一〇八）
　
桐の眉墨……藤原審爾（二一四）
　
旅寝の果て……真杉静枝（二〇三）
　
山茶花……川崎長太郎（九〇）
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駐在巡査……尾崎一雄（一五二）
　
涙痕……森山啓（五〇）
　
悪魔……井上靖（一二八）
　
めがね物語 武田泰淳（一九二）
　
文鳥……峰雪栄（七〇）
　
女の病気……北原武夫（八〇）
　
或る口説… 新田潤（一八二
　
尋ねびと判る… 十和田操 一七二
　
紙刀……芹沢光治良（九九）
　
海に近い村……網野菊（二三二）
　
いすかの合歓 …内田百閒 二五六）
　
馬倉班長来訪… 尾崎士郎（二 ）
　
この道……里見弴（九）
私の苦境時代……井伏鱒二・尾崎一雄・平林たい子・井上友一郎青春時代……林房雄・今日出海・池田みち子／川崎長太郎 真杉静枝・宮田重雄（二四二）
［総二六四頁
　
定価百円］
第五巻第三号
　
昭和二十六年二月一日発行
二月号
　
目次
表紙・猪熊弦一郎／目次 古沢岩美
口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
2）映画……松島進／推
薦……（津村秀夫）勝利……広津和郎（九）情婦の手帖… 舟橋聖一（二八）多門根性… 深田久弥（一八八）豪華山房……草野心平（三六）原罪……小山いと子（四六）熊と格闘した男 伊藤永之介 七八）悲しみの土地 …榛葉英治 一二三）妄想……榊山潤（一四八）ろまんす屋大繁昌……由起しげ子（ 七二斜視類句… 徳川夢声 六〇寒椿……林芙美子（二四二）黒猫……宮内寒弥（九八）独唱……中里恒子（一三四）万引家族（安吾捕物［角］ ）……坂口安吾（一九八）危険な一歩 新田潤（二 八三光町界隈……田村泰次郎（二三二薔薇と荊の細道……石川達三 一一三）純な女……井上友 郎（五六）「父帰る」上演録……久米正雄 九〇）清方師と私……伊東深水（一〇九）金庫……菅原通済（一四四）
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昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
文学お国自慢……伊藤永之介（二三〇）文壇時事漫画……横山隆一（二四〇）映画界の話題……井沢淳（二一六）宗武忌……土岐善麿（二三九）
　
夕焚火……中村汀女（一二一）
野球の頁……（二七）
　
将棋の頁……（一七一）
相撲の頁……（三五）
　
囲碁の頁……（一九七）

［総二四八頁
　
定価八十五円］
第五巻第四号
　
昭和二十六年三月一日発行
三月号
　
目次
　
表紙・猪熊弦一郎／目次・鈴木信太郎口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
3）レコード……木村伊
兵衛瓢箪を撫でる……丹羽文雄（九）薔薇と荊の細道……石川達三（二四）姦通夫人……池田みち子（八〇）鉛筆の家……上林暁（六四）質屋について… 尾崎一雄（四八）血を見る真珠（安吾捕物［角］ ）……坂口安吾（二三〇）
妻ならぬ女……大原富枝（一一六）愉快な連中……大岡昇平（一六〇）事業家……耕治人（一三六）女優山内美子……北原武夫（一七〇）大阪ストリップ …檀一雄（二一四）情婦の手帖……舟橋聖一（一二八）ゆふべの雲……内田百閒（一六七）紅葉夫人……小田岳夫（一四八）昨日と今日……佐多稲子（三四）弱気な悪魔……米川正夫（九八）小さな町にて……梅崎春生（一八六）文士野球団の思ひ出 久 正雄 五 ）旗（詩）……三好達治（二二）老らくのスキー……高野三三男（一一二）文壇時事漫画……横山隆一（二一二）多難なレコード界…… 呂信次郎（二二八）桃李競ふ……石塚知二 一一一）
　
文学お国自慢……小田岳夫 （七八）
野球の頁……（一八五）
　
カメラの頁……（一五九）
　
歌舞伎の頁
……（二一一）囲碁の頁…… （一四七）
　
映画の頁…… （九七）
　
将棋の頁…… （三三）
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
［総二四八頁
　
定価八十五円］
第五巻第五号
　
昭和二十六年四月一日発行
四月号
　
目次
　
表紙・猪熊弦一郎／目次・高野三三男口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
4）実業界……撮影田村
茂／推薦
　
守随彦太郎
気になる話……井伏鱒二（九）亀鳴くや……内田百閒（二三六）風は私のために吹く …井上友一郎（四六）薔薇と荊の細道 石川達三 七六）吹雪はやむ……下村千秋（二六）片男波……今日出海（二二二）めみえの旅……壺井栄（六〇）情婦の手帖… 舟橋聖一（二一 ）彼等今いづくに… 尾崎士郎 一六〇）宝……和田伝（一一四）海師……火野葦平（九四）尻軽女… 川崎長太郎（八五岐路……里見弴（一三六）おもかげ……網野菊（一七二）新宿の夜… 榛葉英治 二
夢の懸橋……小林達夫（一四八）伊豆物語（
130枚）……藤原審爾（一七八）
石の下（安吾捕物［角］ ）……坂口安吾（二四二）蒲田の三十年……久米正雄（一〇八）商売する女……佐野繁次郎（二二）恋愛（詩）……金子光晴 四〇）春愁（短歌）……川田順（一五七）墓標（詩）……高橋新吉（二四一）文壇時事漫画……横山隆一（二 三）文学お国自慢……長谷健（七四）野球の頁…… （一七七）
　
映画の頁…… （四五）
　
将棋の頁…… （五九）
釣の頁……（一二五）
　
囲碁の頁……（一五九）
　
株式の頁……
（二二〇）
［総二四八頁
　
定価八十五円］
第五巻第六号
　
昭和二十六年五月一日発行
五月号
　
目次
　
表紙・猪熊弦一郎／目次・岡鹿之助口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
5）陸上競技会……撮影
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昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
林忠彦／推薦
　
織田幹雄
白鷺の湯……森山啓（三四）勝敗の丘……井上友一郎（一九〇）舞ひ褄……真杉静枝（九六）湯の町芸者……田村泰次郎（二二六）恋愛童話……藤原審爾（一六八）卯の花漬……十和田操（七〇）薔薇と荊の細道 石川達三 八二）咱サ
夫フ
藍ラン
……中里恒子（一五〇）
傍観者……井上靖（九）馬泥棒……伊藤永之介（一七四）田中英光……戸石泰一（一一〇）続石の下（安吾捕物［角］ ） 坂口安吾 一三〇）紫の湖……阿部知二（二一五）未亡人……榊山潤（二〇六）情婦の手帖… 舟橋聖一（一六〇）結婚式……丹羽文雄（二三五）文人棋客の思ひ出……倉島竹 郎（一八 ）原作映画の思ひ出 久米正 八）耕釣斎先生行状記……野間仁根（九一）門川四季（俳句）……滝井孝作（一九九）主治医（短歌）……前田夕暮（二二三）
文壇時事漫画……横山隆一（二〇四）文学お国自慢……八木義徳（二二四）野球の頁……（一二九）
　
将棋の頁……（八一）
　
音楽の頁……
（一四九）囲碁の頁……（一七二）
　
競馬の頁……（六九）
　

［総二四八頁
　
定価八十五円］
第五巻第七号
　
昭和二十六年五月十五日発行
別冊小説新潮
　
目次
　
表紙・杉山寧／目次・三岸節子創作二十八人集
　　
　
笑顔……広津和郎（九）
　
霧笛……平林たい子（一八）
　
イタリアの尼 …上林暁 三四）
　
多木太一の怒り 尾崎一雄 七四）
　
見かへり橋……森山啓（一四二）
　
名所案内人……火野葦平（九五）
　
亭主……和田伝（八六）
　
癌蔵も従いて行く 草 心 一〇 ）
　
貞操……耕治人（二〇九）
　
夫婦それぞれ… 新田潤（一九八
　
二軒長屋… 小田岳夫 一一四
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赤い馬車……川崎長太郎（一二四）
　
ムッシユウ・シモン……網野菊（二三六）
　
春の旅……椎名麟三（一八八）
　
女性相談……藤原審爾（二五二）
　
都会の風……峰雪栄（一 四）
　
念願する女……八木義徳（六四）
　
二月十五日夜… 宮内寒弥 二二七
　
娘房子の場合……真杉静枝（一七九）
　
先生の矛盾……深田久弥（二四）
　
裸婦……佐竹竜夫（一六〇）
　
花のある墓……佐多稲子（一五一）
　
肉塊……小谷剛（五四）
　
若い馬車屋の平和 大原富枝 四四
　
百日紅……井上靖（二四三）
　
乱菊……井上友一郎
( 二一八
)
　
兄の恋人……尾崎士郎
( 一六八
)
　
女医者……丹羽文雄
( 二五六
)

［総二六四頁
　
定価百円］
第五巻第八号
　
昭和二十六年六月一日発行
六月号
　
目次
　
表紙・猪熊弦一郎／目次・藤川栄子口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
6）新劇……撮影
　
林忠
彦／推薦
　
岩田豊雄
特集・滑稽小説　
女賊綺譚……石坂洋次郎（九）
　
真偽……尾崎士郎（一八四）
　
島の三銃士……檀一雄（八四）
　
贋のジャカルタ物語 北原武夫（四八
区間阿房列車……内田百閒（一三六）薔薇と荊の細道……石川達三（四〇）再びの春……池田みち子（六六）伊与さん粗伝……徳川夢声（一一二）冒険家……今日出海
( 二〇四
)
情婦の手帖……舟橋聖一（一〇四）藤の花……田宮虎彦（一二四）妻の座談会……林房雄（一七〇）時計館の秘密（安吾捕物［角］ ）……坂口安吾（二一六）手長姫……三島由紀夫（二六）風貌姿勢……井伏鱒二
( 二二
)
箱根ロケ紀行……井上友一郎
( 八〇
)
鯰……福田蘭童
( 一六四
)
作家素描……亀井勝一郎
( 一二一
)
忘れ得ぬ人… 深田久弥（二一三）
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昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
文壇時事漫画……横山隆一（二〇二）文学お国自慢……大原富枝（一八二）将棋の頁……（三九）
　
囲碁の頁……（一三五）
　
野球の頁……（二一五）
　
映画の頁……（一〇三）
　

［総二三二頁
　
定価八十五円］
第五巻第九号
　
昭和二十六年七月一日発行
七月号
　
目次
　
表紙・猪熊弦一郎／目次・向井潤吉口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
7）放送……撮影
　
林忠
彦／推薦
　
春日由三
文六神曲編……獅子文六（九）新涼……永井竜男（二四）見合ひ心得……由起しげ （二〇〇家常茶飯… 尾崎一雄（三六）情婦の手帖……舟橋聖一（九四）修介の招待日… 阿川弘之（七〇）女の歴史……小山いと子（一 三）弥生の日記……深田久弥
( 一二六
)
或る裸体画の由来 …小田岳夫 五一戸の前で……十和田操（一〇四）
覆面屋敷（安吾捕物［角］ ）……坂口安吾（二一二）夜霧……大原富枝（一三八）人間の匂ひ……榛葉英治
( 一九〇
)
驕慢児……井上友一郎
( 七六
)
茶殻の一生……船山馨
( 一六四
)
薔薇と荊の細道 …石川達三
( 四八
)
魅入られた人々… 阿部知二
( 一七八
)
夫婦の谷間……森三千代
( 五八
)
大いに釣らう……佐藤垢石（一二二）サロン・ド・メイ……藤川栄子
( 九〇
)
作家素描……亀井勝一郎
( 三三
)
比叡山にて
( 詩
) ……草野心平
( 八四
)
世紀の踊り子
( 詩
) ……井上康文
( 一四六
)
忘れ得ぬ人……上林暁・真杉静枝 池田みち子（一七四）文壇時事漫画……清水崑（一六二）文学お国自慢……新田潤（一〇二）将棋の頁……（五七）
　
囲碁の頁……（一三五）
　
陸上の頁……
( 二三
)
野球の頁……（一五〇）
　
映画の頁……（六九）
　
美術の頁……
( 一三七
)
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
［総二三二頁
　
定価九十円］
第五巻第十号
　
昭和二十六年八月一日発行
八月号
　
目次
　
表紙・猪熊弦一郎／目次・脇田和口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
8）声楽……撮影
　
林忠
彦／推薦
　
山根銀二
直木三十五の笑ひ……広津和郎（一四二）カット・バック……里見弴（二〇六）冷笑鬼（安吾捕物［角］ ） …坂口安吾（二一五）三ノ宮炎上……井上靖（九六楽しいわが家……石坂洋次郎（九拾ふ……梅崎春生 一八六）積木の家……中里恒子（三四）薔薇と荊の細道……石川達三
( 七八
)
夏時間……宮内寒弥（八六）烟霞苦渋……井伏鱒二（二二）舅……和田伝（六八）情婦の手帖……舟橋聖一（一九八）特集・涼風冒険小説　
双生真珠
80枚……林房雄（四四）
　
黒い氷河
100枚……檀一雄
( 一一六
)
　
海賊キッドの復活
100枚……藤原審爾
( 一六〇
)
作家素描……亀井勝一郎
( 六五
)
文学お国自慢……岡本成蹊（三二）金魚（詩）……草野心平
( 二八
)
余韻（詩）……高橋新吉
( 一九四
)
わが青春の日……火野葦平
( 一八五
)
ラジオの頁……（二一）
　
映画の頁……（ 一五）
　
野球の頁……
( 二一四
)
将棋の頁……（九五）
　
囲碁の頁……（一九七）
　
挿絵［横］宮田重雄・内田巌・高畠達四郎・向井潤 ・阪口茂雄／佐藤敬・脇田和・森田元子・茂田井武・高沢圭一／猪熊弦一郎・生沢朗・玉村方久斗・桜井悦 野村守夫
［総二三二頁
　
定価九十円］
第五巻第十一号
　
昭和二十六年九月一日発行
九月号
　
目次
　
表紙・猪熊弦一郎／目次・佐藤敬
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昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
（）新派……撮影
　
林忠
彦／推薦
　
秋山安三郎
特集・新講談　
実説高橋お伝……平林たい子（九）
　
本所松坂町……尾崎士郎（八〇）
果実……丹羽文雄（二一九）薔薇と荊の細道……石川達三（四二）雪の後……今日出海（一二八）帰郷……大岡昇平（二〇二）情婦の手帖… 舟橋聖一（二 〇）痛恨街道… 下村千秋
( 八八
)
百合の縁……真杉静枝（一四二）火薬娘……八木義徳（一〇八）象供養（新遊侠伝［角］ ） 火野葦平 七四或る水夫の死 森山啓（五二）稲妻は見たり 安吾捕物 ……坂口安吾（一五四）人形……網野菊
( 三三
)
萃甲二年……内田百閒
( 二四
)
銷夏随筆　
風流釣天狗……福田蘭堂
( 一一九
)
　
わが知友伝……サトウハチロー（一七四）
旅にて……野口弥太郎（三八）作家素描……亀井勝一郎（一〇五）文学お国自慢 戸石泰一（八六）文壇時事漫画… 清水崑（二〇八）林芙美子さんに（詩）… 壺井繁治
( 二六
)
山中（詩）……山口茂吉
( 七一
)
第二回新潮社
｢ 文学賞
｣
予選発表……（二二一）
将棋の頁……（五一）
　
映画の頁……（一五三）
　
野球の頁……（七三）
　
演劇の頁……（二一八）
　

［総二三二頁
　
定価九十円］
第五巻第十二号
　
昭和二十六年九月十五日発行
別冊小説新潮
　
目次
　
表紙・杉山寧／目次・森田元子創作二十五人集
　　
　
時限花火……広津和郎（九）
　
色うつり……舟橋聖一（一八）
　
熱帯魚……井上友一郎（三七）
　
妻の遺作……上林暁（一九 ）
　
聖処女……北原武夫（一五二）
52
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天人……森三千代（六七）
　
或るマダムの話……新田潤（一一四）
　
朝曇……石川利光（一四三）
　
平和の女神……下村千秋（一六三）
　
チヤタレー夫人の肖像……宮内寒弥（七六）
　
身勝手……池田みち子（一〇五）
　
女の幸福……森山啓（二一〇）
　
逃亡兵……川崎長太郎（一二四）
　
マンゴウ 味… 小田岳夫 八六）
　
焼酎を呑む 田村泰次 二 二
　
七夕の町……井上靖（一七二）
　
慾楽……小谷剛（四八）
　
鏡のなか……梅崎春生（二三〇）
　
疲れた頬… 南川潤（一八一
　
五位鷺……和田伝（五八）
　
一椀の酒……峯雪栄（二〇〇）
　
私刑と女子寮 榊山潤 一三四）
　
梵鐘再建……尾崎一雄（九六）
　
永遠の女……阿部知二（二七）
　
牡丹雪……丹羽文雄（二四〇）
会つてみたい人……石坂洋次郎
　
尾崎士郎
　
平林たい子／今日出海
　
林房雄
　
井上友一郎／井伏鱒二
　
真杉静枝
　
新田潤

［総二四八頁
　
定価百円］
第五巻第十三号
　
昭和二十六年十月一日発行
十月号
　
目次
　
表紙・猪熊弦一郎／目次・田村孝之介口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
10）政治……撮影
　
林忠
彦／推薦
　
阿部真之助
遊覧船……高見順（九）女の国籍……武田泰淳（一二四）心の棚……佐多稲子（一五〇情婦の手帖……舟橋聖一（一四二無精卵……井上友一郎（五〇）夜の鶯……船山馨（一〇六）影絵……新田潤（八〇）わくらば……耕治人
( 一六〇
)
零落……池田みち子（九六）約束……椎名麟三（二〇）薔薇と荊の細道……石川達三（四〇）村のナイト・クラブ… 伊藤永之介（一七〇）光明皇后の絵… 円地文子（二一愚妖（安吾捕物［角］ ）… 坂口安吾（二二三徳川天一坊……北原武夫
( 一八四
)
噴火口笑談……佐藤垢石
( 七三
)
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昭和二〇年代の「小説新潮」――中間小説誌総目次（上）（小嶋・西田・高橋・牧野）
わが知友伝……サトウハチロー（一一八）愛情の花束……森田元子（三六）借金を背負つて（詩） 山之口貘
( 一五八
)
涼み舟（句）……中村汀女
( 一七
)
作家素描……亀井勝一郎（一三九）文学お国自慢……深田久弥（九四）第二回新潮社
｢ 文学賞
｣
決定発表……（二〇七）
野球……（二二二）
　
あの目この目……（四九）
　
将棋……（一 三）
　

［総二三二頁
　
定価九十円］
第五巻第十四号
　
昭和二十六年十一月一日発行
十一月号
　
目次
　
表紙・猪熊弦一郎／目次・桜井悦口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
11）邦楽……撮影
　
林忠
彦／推薦
　
町田嘉章
鹿児島阿房列車……内田百閒（九）愚妖（安吾捕物［角］ ）……坂口安吾（六 ）
薔薇と荊の細道……石川達三（二二）十六夜薔薇……中里恒子（一五八）白い別れ……寺崎浩（七六）アナタハンに居た男 …真杉静枝（四二蛍火……船山馨（一七〇）童貞……川崎長太郎（一一四）情婦の手帖 舟橋聖一
( 一四八
)
薊あざみ
のお綱が歩いた道……藤原審爾（一三二）
女の扉……檀一雄（二二〇）新虫めづる姫物語……谷本敏雄（九二）女の意地……八木義徳（三〇）寂光の人……中山義秀（ 九八）草人回想録……上山草人（五九）放送二十年……松内則三
( 八六
)
銀座と作家たち… 菊岡久利（一八八壺のうちそと……福田蘭童（一二六）文学お国自慢……長沖一（二一八）ラヂオ……（一一三）
　
囲碁……（一六九）
　
将棋……（一六八）
　
映画……（一九七）
　
オリンピツク 四 ）
　
あの目この目……（一五七）

［総二三二頁
　
定価九十円］
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第五巻第十五号
　
昭和二十六年十二月一日発行
十二月号
　
目次
　
表紙・猪熊弦一郎／目次・中村直人口絵写真［角］女流各界ベストフォアー（
12）日舞……撮影
　
林忠
彦／推薦
　
光吉夏弥
黄昏の窓によりて……広津和郎（九）神楽坂、矢来の渡り……尾崎一雄（二一〇）情婦の手帖……舟橋聖一（四二）兵六玉物語……火野葦平（八四）人物鑑定……由起しげ子（一三〇）幻の塔（安吾捕物［角］ ）……坂口安吾（二 〇）海猫……梅崎春生（一九〇）町長選挙……深田久弥（一〇八）鶉の床……森山啓
( 五二
)
棟上げ……耕治人（一四〇）離愁……真杉静枝（一六六）おはつ婆さん 阿川弘之（一二〇）薔薇と荊の細道… 石川達三 五八無恰好な冠……小田岳夫（七二）戻り道……内田百閒（二六）大晦日物語… 草野心平（一五三
ハリマ一行……宮田重雄
( 六八
)
土佐国足摺岬にて（歌）……吉野秀雄（六五）目交（詩）……高橋新吉（二〇四）文学お国自慢……倉島竹二郎 一八八）野球……（二〇八）
　
映画……（五一）
　
将棋……（一二九）
　
囲碁……（二〇九）
　
音楽……（二五）
　　
あの目この目 …（ 〇七）

［総二三二頁
　
定価九十円］
付記
　
 なお、本「史料紹介」は、科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究（Ｃ） ）課題番号二四五二〇二〇五）の助成を受けた研究成果の一つである。
